
国際交流講演会実施報告書 

 

  2026 年 5月 28日提出 

 経営学部教授 菊地端夫 

 

開催日時：2026年 5月 19日 13:30～16：00 

会場：明治大学駿河台キャンパス アカデミーコモン 309J教室 

講演者：Dr. Anthony B. L. Cheung, Honorary Professor and Former President and Chair Professor 

in Public Administration, Education University of Hong Kong（香港教育大学元学長、

名誉教授） 

講演テーマ：Challenges to Governance Capacity amidst Economic Uncertainty, Weakening Trust, 

and Disruptive Geopolitics 

言語：英語（通訳無し） 

参加者数：15名（学内・学外教員、大学院生、外部） 

 

香港教育大学名誉教授である Anthony Cheung博士は、イギリスの LSE（London School of 

Economics）で著名な行政学者である故 Christopher Hood 教授の下で博士号を取得以降、Hong 

Kong City University で長ら行政学の主任教授を務め、さらに 2012 年から 17 年まで香港特

別行政区政府の運輸住宅長官（Secretary for Transport and Housing of the Hong Kong SAR 

Government）を務めるなど、学術、実務の双方の面で活躍された著名な行政学者である。2012

年にはアジア行政学会の会長（President, Asian Association for Public Administration）に選出さ

れている。 

Anthony Cheung 博士はこれまで行政改革を巡る数多くの著書・論文を刊行しており、今

回の講演も、不安定な地政学の状況や国民の政府への信頼低下、経済的な不確実性が高まる

中で、政府の能力強化をどのように果たしていくかについてお話をいただいた。最初に 20

世紀後半から各国の政府改革を席巻した New Public Management型改革を振り返り、アジア

や各国での帰結の違いの説明の後、Post-NPMの行方についての展望が示された。 

なお、当初の予定では講演の後、長年のご友人である中邨章明治大学名誉教授との対談も

予定していたが、開催直前の中邨章名誉教授の急逝により、中邨章名誉教授を追悼し、これ

までの学術交流を振り返りながら今後のアジアにおける行政研究の展望を踏まえた内容と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


